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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第36期
第１四半期
連結累計期間

第37期
第１四半期
連結累計期間

第36期

会計期間
自　平成25年11月１日

至　平成26年１月31日

自　平成26年11月１日

至　平成27年１月31日

自　平成25年11月１日

至　平成26年10月31日

売上高 （千円） 3,244,085 3,921,986 13,883,267

経常利益 （千円） 28,040 139,406 51,912

四半期（当期）純利益 （千円） 22,688 164,086 73,399

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 44,234 147,757 117,391

純資産額 （千円） 5,682,018 5,819,420 5,719,089

総資産額 （千円） 11,311,902 12,535,421 12,404,459

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 0.92 6.67 2.98

潜在株式調整後１株当たり四
半期（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 50.2 46.3 46.0
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、関係会社の異動は、次のとおりです。

（情報・印刷事業）

　　該当なし。

（メディア事業）

当第１四半期連結会計期間より、重要性が増した株式会社アンテナ(商号変更前：株式会社グリーンエナジー

ジャパン）を連結の範囲に含めております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1)　経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間（平成26年11月１日～平成27年1月31日）における我が国経済は、昨年４月の消費税

増税の落ち込みから、緩やかな回復を続け、2014年10月～12月の実質成長率は増税後初めてプラス成長になりま

した。個人消費の勢いはまだ弱いものの、円安および原油安を支えに輸出産業を中心に企業業績の更なる回復が

期待される状況となっております。

　一方、2014年における広告費は前年比102.9％と３年連続で増加しております。しかしながら、紙媒体のチラシ

やカタログの需要は低迷しており、紙・板紙の国内出荷は10カ月連続の減少となっております。このような背景

から、印刷業界では、厳しい価格競争が続いておりますが、当社グループの情報・印刷事業におきましては、当

社特許製品の普及を図るとともに、取り引き先の見直しを進め、利益率の向上を図ってまいりました。また、メ

ディア事業につきましては、ネット広告が隆盛を極める中、地域に根差した情報誌という特性を活かし、紙媒体

を中心に顧客ニーズを掘り起して参りました。

以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は3,921,986千円（前年同四半期比20.9％増）、営業利益は

129,230千円（前年同四半期比981.1％増）、経常利益は139,406千円（前年同四半期比397.2％増）、四半期純利

益は164,086千円（前年同四半期比623.2％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

情報・印刷事業につきましては、当社独自製品の受注は増加しましたが、取り引き先の見直しを進めた結果、

セグメント売上高は3,019,308千円（前年同四半期比6.9％減）と減収になりました。しかしながら、上記の通り

当社独自の利益率のより高い製品の売上高が増加し、売上原価率が低下したこと並びに業務効率化により生産性

が改善されたことにより、セグメント利益は213,866千円と大幅に増加しました。

メディア事業につきましては、無料情報誌の発行による売上高は横ばいで推移しましたが、個人情報漏洩問題

の影響で、ダイレクトメールの発送が手控えられるという影響を受け、セグメント売上高は1,140,911千円となり

ましたが、セグメント利益は、人件費等の販売費の削減により14,662千円とほぼ予算通りとなっております。

（※メディア事業の当社における事業開始は前第３四半期であり、対前年比較はありません。）
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(2)　財政状態の分析

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は12,535,421千円と、前連結会計年度末に比べて130,962千円増加

いたしました。これは主として、現金及び預金の増加328,238千円、受取手形及び売掛金の減少145,979千円、投

資有価証券の減少53,695千円によるものであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は6,716,001千円と、前連結会計年度末に比べて30,631千円増加

いたしました。これは主として、電子記録債務の増加251,416千円、長期借入金の減少66,780千円によるものであ

ります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は5,819,420千円と、前連結会計年度末に比べて100,331千円増加

いたしました。これは主として、利益剰余金の増加114,263千円、その他有価証券評価差額金の減少26,967千円に

よるものであります。

　

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

　

(4)　研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 76,600,000

計 76,600,000
 

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成27年１月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年３月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 24,650,800 24,650,800
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000
株であります。

計 24,650,800 24,650,800 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

発行済株式

総数残高
資本金増減額 資本金残高

資本準備金

増減額

資本準備金

残高

(株) (株) (千円) (千円) (千円) (千円)

平成26年11月１日～
平成27年１月31日

― 24,650,800 ― 1,667,625 ― 1,765,995
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、同日現在の株主名簿の記載内容を確認できないこ

とから、直前の基準日である平成26年10月31日現在の株主名簿により記載しております。

 

①【発行済株式】

平成27年１月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）  
－ －

　普通株式 2,000

（相互保有株式）  
－ －

　普通株式 48,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 24,595,000 24,595 －

単元未満株式 普通株式 5,800 － －

発行済株式総数  24,650,800 － －

総株主の議決権  － 24,595 －
 

（注）「単元未満株式」の「株式数」の欄には、自己株式962株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年１月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 石川県白山市     

㈱ウイルコホールディングス 福留町370番地 2,000 － 2,000 0.00

（相互保有株式） 大阪市西区     

㈱エルネット 靭本町１丁目10-24 48,000 － 48,000 0.19

計 － 50,000 － 50,000 0.20
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年11月１日から平成

27年１月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年11月１日から平成27年１月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、仰星監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年10月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年１月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,630,536 2,958,775

  受取手形及び売掛金 3,435,484 3,289,505

  商品及び製品 95,540 117,498

  仕掛品 66,995 53,836

  原材料及び貯蔵品 278,730 259,776

  繰延税金資産 10,698 6,944

  その他 207,454 276,816

  貸倒引当金 △47,719 △48,211

  流動資産合計 6,677,720 6,914,942

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,256,119 1,234,052

   機械装置及び運搬具（純額） 761,238 736,764

   土地 2,131,532 2,131,532

   その他（純額） 365,764 339,709

   有形固定資産合計 4,514,653 4,442,058

  無形固定資産   

   のれん 130,012 122,920

   その他 52,176 51,431

   無形固定資産合計 182,188 174,351

  投資その他の資産   

   投資有価証券 862,168 808,472

   繰延税金資産 2,105 20,650

   その他 279,345 301,883

   貸倒引当金 △113,723 △126,937

   投資その他の資産合計 1,029,896 1,004,068

  固定資産合計 5,726,738 5,620,478

 資産合計 12,404,459 12,535,421
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年10月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年１月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,653,764 1,633,097

  電子記録債務 1,633,761 1,885,177

  短期借入金 419,806 390,048

  未払法人税等 39,875 8,681

  預り金 9,698 63,247

  賞与引当金 98,941 48,024

  その他 741,492 691,731

  流動負債合計 4,597,340 4,720,007

 固定負債   

  長期借入金 1,031,460 964,680

  リース債務 251,121 227,464

  訴訟損失引当金 16,000 16,000

  退職給付に係る負債 410,711 411,948

  繰延税金負債 353,673 350,796

  資産除去債務 18,776 18,817

  その他 6,286 6,286

  固定負債合計 2,088,029 1,995,993

 負債合計 6,685,369 6,716,001

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,667,625 1,667,625

  資本剰余金 1,759,449 1,759,449

  利益剰余金 2,333,768 2,448,031

  自己株式 △3,866 △3,866

  株主資本合計 5,756,976 5,871,239

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 83,303 56,336

  為替換算調整勘定 △82,290 △75,950

  退職給付に係る調整累計額 △46,790 △42,441

  その他の包括利益累計額合計 △45,776 △62,055

 少数株主持分 7,889 10,236

 純資産合計 5,719,089 5,819,420

負債純資産合計 12,404,459 12,535,421
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年11月１日
　至 平成26年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年11月１日
　至 平成27年１月31日)

売上高 3,244,085 3,921,986

売上原価 2,788,815 3,089,611

売上総利益 455,270 832,375

販売費及び一般管理費 443,316 703,144

営業利益 11,953 129,230

営業外収益   

 受取利息 79 311

 受取配当金 6,057 5,134

 受取賃貸料 6,250 6,690

 為替差益 8,066 218

 受取保険金 － 9,257

 その他 9,470 7,640

 営業外収益合計 29,924 29,253

営業外費用   

 支払利息 8,985 9,536

 不動産賃貸原価 4,256 3,178

 貸倒引当金繰入額 － 6,100

 その他 595 262

 営業外費用合計 13,837 19,077

経常利益 28,040 139,406

特別利益   

 固定資産売却益 500 164

 投資有価証券売却益 1,775 37,426

 その他 － 387

 特別利益合計 2,275 37,978

特別損失   

 固定資産売却損 1,510 －

 固定資産除却損 0 273

 特別損失合計 1,510 273

税金等調整前四半期純利益 28,806 177,111

法人税、住民税及び事業税 6,088 11,694

法人税等調整額 28 1,746

法人税等合計 6,117 13,441

少数株主損益調整前四半期純利益 22,688 163,670

少数株主損失（△） － △415

四半期純利益 22,688 164,086
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年11月１日
　至 平成26年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年11月１日
　至 平成27年１月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 22,688 163,670

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 20,736 △26,967

 為替換算調整勘定 809 6,705

 退職給付に係る調整額 － 4,348

 その他の包括利益合計 21,546 △15,913

四半期包括利益 44,234 147,757

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 44,234 147,807

 少数株主に係る四半期包括利益 － △50
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

（連結の範囲の重要な変更）

当第１四半期連結会計期間より、株式会社アンテナ（商号変更前：株式会社グリーンエナジージャパン）は、重要

性が増したため、連結の範囲に含めております。

 
(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下「退職給付適

用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて当

第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定方法を従業員の

平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映

した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半期

連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が9,290千円減少し、利益剰余金が9,290千円増

加しております。なお、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は

軽微であります。

 
(追加情報)

訴訟損失引当金

当社は、株式会社博報堂より、平成24年１月12日付で、日本郵便株式会社に対して不法行為に基づく損害賠償額

として支払った金額の一部である455,470千円について、当社及び１社を共同不法行為者として求償金請求の訴えを

東京地方裁判所に提起され、現在、係争中であります。

当社は、当四半期連結会計期間末における訴訟の進行状況等に鑑み、係争事件に係る他の判決内容を斟酌し訴訟

総額に対して算定した、16,000千円を引当金として計上しております。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形等

四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形等

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成26年10月31日)
当第１四半期連結会計期間
（平成27年１月31日)

受取手形 －千円 108,921千円

支払手形 －千円 107,990千円

電子記録債務 －千円 127,311千円
 

 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年11月１日
 至 平成26年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年11月１日
 至 平成27年１月31日)

減価償却費 98,562千円 95,006千円

のれんの償却額 －千円 7,091千円
 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自　平成25年11月１日　至　平成26年１月31日）
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該当事項はありません。

 
Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自　平成26年11月１日　至　平成27年１月31日）

 
配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年１月29日
定時株主総会

普通株式 49,295 2.00 平成26年10月31日 平成27年１月30日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自 平成25年11月１日 至 平成26年１月31日）

当社グループは、「情報・印刷事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 平成26年11月１日 至 平成27年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２情報・印刷事業 メディア事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,859,370 1,062,616 3,921,986 － 3,921,986

セグメント間の内部売上
高又は振替高

159,938 78,294 238,232 △238,232 －

計 3,019,308 1,140,911 4,160,219 △238,232 3,921,986

セグメント利益 213,866 14,662 228,529 △99,298 129,230
 
 

(注) １　セグメント利益の調整額△99,298千円は主に各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年11月１日
 至 平成26年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年11月１日
 至 平成27年１月31日)

１株当たり四半期純利益金額 0.92円 6.67円

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 22,688 164,086

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 22,688 164,086

普通株式の期中平均株式数(千株) 24,648 24,599
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年３月11日

株式会社ウイルコホールディングス

取締役会  御中

 

仰星監査法人
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士　　向山　典佐　 　印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士　　菊野　一裕　　 印

 

　

業務執行社員  公認会計士　　許　　仁九　　 印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ウイル

コホールディングスの平成26年11月１日から平成27年10月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26

年11月１日から平成27年１月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年11月１日から平成27年１月31日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ウイルコホールディングス及び連結子会社の平成27年１

月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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